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線
跡
地
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答　

市
道
３
３
６
１
号
線
跡
地
は

民
有
地
の
た
め
地
権
者
に
よ
り
土

地
活
用
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え

ま
す
が
、
交
差
点
の
改
良
や
歩
行

者
空
間
の
確
保
な
ど
を
検
討
し
て

い
く
上
で
、
用
地
の
ご
協
力
を
い

た
だ
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら

計
画
を
検
討
し
て
い
く
中
で
見
極

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

北
初
富
駅
南
側
の
交
差
点
は

道
幅
が
狭
く
危
難
な
状
況
で
あ
る

が
、
歩
行
者
だ
ま
り
や
右
折
レ
ー

ン
な
ど
の
整
備
予
定
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答　

歩
行
者
の
安
全
や
円
滑
な
交

通
を
確
保
す
る
た
め
に
歩
行
者
だ

問　

市
議
会
議
員
の
定
数
の
変
遷

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

市
制
施
行
の
昭
和
46
年
は
、

法
定
議
員
定
数
30
人
に
対
し
、
議

員
数
は
26
人
、
昭
和
50
年
に
は
、

都
市
化
の
進
展
に
伴
う
人
口
増
加

を
踏
ま
え
30
人
、
平
成
７
年
に
、

行
財
政
改
革
の
推
進
及
び
財
政
状

問　

文
部
科
学
省
の
「
不
登
校
・

い
じ
め
緊
急
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

で
は
、
１
人
１
台
端
末
を
活
用
し

て
、
児
童
生
徒
の
心
や
体
調
の
変

化
を
把
握
し
、
メ
ン
タ
ル
の
悪
化

や
児
童
生
徒
が
発
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の

早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
心
の
健
康

問　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
シ

ニ
ア
向
け
の
就
労
支
援
が
生
き
が

い
創
出
の
上
で
重
要
だ
と
考
え
ま

す
が
、
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

高
齢
者
の
豊
富
な
知
識
や
経

験
を
生
か
せ
る
よ
う
、
無
料
職
業

紹
介
所
わ
ー
く
プ
ラ
ザ
鎌
ケ
谷
の

利
用
促
進
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
活

問　

市
職
員
へ
の
人
権
の
啓
発
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

答　

人
権
サ
ミ
ッ
ト
や
人
権
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
事
業
な
ど
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
届

出
制
度
の
策
定
作
業
の
一
環
と
し

て
、
庁
内
検
討
会
議
の
開
催
や
関

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課

後
子
ど
も
教
室
の
違
い
を
伺
い
ま

す
。

答　

本
市
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
共
働
き
家
庭
の
小
学
生
を
対

象
と
し
、
月
額
利
用
料
及
び
お
や

つ
代
が
必
要
と
な
り
、
開
設
は
19

時
ま
で
で
す
が
、
近
隣
市
の
放
課

後
子
ど
も
教
室
は
、
無
料
又
は
低

額
で
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
、
開

設
は
17
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

問　

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
整
備

に
関
す
る
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

空
き
教
室
の
不
足
や
児
童
セ

ン
タ
ー
の
充
実
に
よ
り
、
放
課
後

子
ど
も
教
室
の
実
施
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
こ
ど
も
の

問　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

福
祉
避
難
所
を
指
定
福
祉
避
難
所

に
指
定
し
、
対
象
者
の
直
接
避
難

の
促
進
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

市
の
取
組
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答　

指
定
避
難
所
へ
の
避
難
後
に

避
難
者
の
状
態
や
避
難
生
活
の
状

況
を
判
断
し
、
受
入
れ
可
能
人
数

な
ど
を
調
整
の
上
、
福
祉
避
難
所

を
開
設
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の

と
こ
ろ
指
定
福
祉
避
難
所
に
指
定

し
た
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

後
、
指
定
に
当
た
り
、
諸
条
件
を

問　

当
該
地
区
の
冠
水
被
害
に
つ

い
て
市
の
認
識
を
伺
い
ま
す
。

答　

宅
地
化
が
進
み
、
雨
水
浸
透

力
の
低
下
な
ど
に
よ
り
市
道
３
８

２
６
号
線
の
く
ぼ
地
部
分
な
ど
で

雨
水
が
集
中
し
、
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

問　

避
難
所
と
な
る
体
育
館
の
空

調
設
備
は
、
被
災
者
の
命
を
守
る

上
で
重
要
だ
と
、
議
会
で
こ
れ
ま

で
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
市

の
整
備
計
画
を
伺
い
ま
す
。

答　

小
中
学
校
体
育
館
は
、
令
和

10
年
度
ま
で
の
予
定
で
毎
年
度
３

問　

北
初
富
駅
周
辺
の
歩
道
等
の

現
状
に
対
す
る
市
民
か
ら
の
苦
情

や
要
望
に
つ
い
て
、
市
の
認
識
を

伺
い
ま
す
。

答　

主
に「
歩
道
が
狭
く
危
な
い
」

「
渋
滞
が
ひ
ど
い
」
等
18
件
の
要

望
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
市
で
は

駅
周
辺
に
お
け
る
安
全
で
歩
き
や

す
い
歩
道
整
備
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

問　

歩
道
の
拡
幅
に
は
、
駅
前
交

差
点
の
建
物
の
土
地
の
取
得
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
、
市
の
具
体
的

な
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

今
後
、
隣
接
す
る
建
物
へ
の

対
応
も
含
め
て
、
交
差
点
改
良
や

歩
道
拡
幅
な
ど
を
検
討
し
て
い
く

中
で
見
極
め
て
い
き
ま
す
。

問　

駅
前
交
差
点
の
復
旧
後
、
自

動
車
の
渋
滞
が
特
に
ひ
ど
い
た
め

右
折
レ
ー
ン
の
新
設
に
つ
い
て
の

市
の
認
識
を
伺
い
ま
す
。

答　

右
折
レ
ー
ン
の
必
要
性
を
認

識
し
て
お
り
、
今
後
、
関
係
機
関

と
も
協
議
し
な
が
ら
交
差
点
改
良

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
り
や
右
折
レ
ー
ン
は
必
要
で
あ

る
た
め
、
関
係
機
関
と
協
議
し
、

交
通
量
な
ど
の
必
要
な
調
査
を
踏

ま
え
、
交
差
点
の
機
能
確
保
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

交
差
点
に
右
折
レ
ー
ン
を
設

置
す
る
場
合
の
市
道
３
３
６
１
号

況
を
踏
ま
え
議
員
発
議
に
よ
り
３

人
削
減
し
て
27
人
、
平
成
23
年
に

は
さ
ら
に
３
人
削
減
し
て
24
人
と

な
り
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

問　

近
隣
市
の
議
員
定
数
を
伺
い

ま
す
。

答　

令
和
４
年
12
月
末
現
在
の
全

国
市
議
会
議
長
会
の
調
査
結
果
で

観
察
や
、
子
供
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
相
談
の

窓
口
と
な
る
ア
プ
リ
を
学
習
用
端

末
に
集
約
し
、
導
入
を
促
進
す
る

動
き
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
国
の
動
向
に
対
し
、
市
の
導
入

に
関
す
る
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

現
在
は
、
端
末
を
活
用
し
、

動
の
推
進
な
ど
、
社
会
参
画
を
支

援
し
ま
す
。

問　

福
祉
関
係
予
算
が
財
政
を
圧

迫
す
る
中
、
健
康
寿
命
の
延
伸
が

将
来
の
市
の
予
算
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

内
閣
府
に
よ
る
と
健
康
寿
命

が
１
年
長
い
都
道
府
県
で
は
、
１

人
当
た
り
医
療
費
が
約
３
万
１
千

円
低
い
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
仮
に
、
本
市
の
人
口
を
11

万
人
と
し
て
健
康
寿
命
が
１
年
長

く
な
れ
ば
、
単
純
計
算
で
年
間
30

億
円
以
上
の
医
療
費
の
抑
制
に
寄

与
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

係
各
課
を
対
象
と
す
る
職
員
説
明

会
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　

子
ど
も
た
ち
が
自
分
た
ち
の

人
権
に
つ
い
て
学
び
、
実
践
す
る

環
境
整
備
が
大
切
で
す
が
、
人
権

教
育
の
方
向
性
を
伺
い
ま
す
。

答　

小
中
学
校
に
は
、
子
ど
も
の

権
利
ノ
ー
ト
の
周
知
や
活
用
に
つ

居
場
所
づ
く
り
に
関
す
る
国
の
指

針
、
児
童
の
活
動
状
況
や
保
護
者

の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
第
３
期
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策

定
の
中
で
、
本
市
の
特
性
を
生
か

し
た
放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
に

つ
い
て
、
具
体
的
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

整
理
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

問　

福
祉
避
難
室
の
設
置
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

福
祉
避
難
室
は
、
指
定
避
難

所
で
の
避
難
生
活
に
困
難
が
生
じ

る
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
に
対

す
る
特
別
の
配
慮
の
た
め
、
指
定

避
難
所
内
に
必
要
に
応
じ
て
開
設

す
る
も
の
で
、
災
害
時
に
お
け
る

要
配
慮
者
の
不
安
を
取
り
除
く
た

め
の
具
体
的
な
取
組
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
他
市
の
事
例
を
参

考
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

当
該
地
区
の
適
切
な
雨
水
排

水
の
対
応
策
を
伺
い
ま
す
。

答　

市
道
３
８
２
６
号
線
の
排
水

管
の
容
量
を
増
や
す
こ
と
や
こ
の

排
水
管
に
地
盤
高
の
低
い
道
路
の

排
水
施
設
を
接
続
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
、
雨
水
排
水
を
適
切

校
程
度
の
実
施
設
計
と
次
年
度
以

降
の
設
置
工
事
を
行
い
ま
す
。
令

和
６
年
度
は
、
鎌
ケ
谷
、
南
部
、

道
野
辺
の
３
小
学
校
と
市
民
体
育

館
を
工
事
し
ま
す
が
、
市
民
体
育

館
は
７
年
度
の
完
了
予
定
で
す
。

問　

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震

は
、
松
戸
市
44
人
、
柏
市
36
人
、

流
山
市
28
人
、
野
田
市
28
人
、
我

孫
子
市
24
人
と
な
り
ま
す
。

問　

今
後
の
市
議
会
の
在
り
方
や

展
望
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

議
員
定
数
の
あ
り
方
な
ど
は

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
の

様
々
な
課
題
を
見
据
え
、
議
会
が

主
体
と
な
り
議
論
す
る
も
の
に
な

ろ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
の
様
子
を
確
認
し
て
い

る
学
校
や
端
末
を
使
わ
ず
連
絡
帳

等
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
学
校
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
児
童
生
徒
の
心

や
体
調
の
変
化
を
よ
り
早
く
発
見

し
、
効
果
的
な
手
立
て
を
取
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
ア
プ
リ
も
含
め

導
入
し
て
い
る
他
の
自
治
体
の
状

況
な
ど
に
つ
い
て
、
今
後
、
調
査

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

い
て
通
知
し
、
理
解
の
促
進
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
さ
ら
に

活
用
の
強
化
及
び
研
修
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
児
童
会
や
生
徒
会
の
活
動
な

ど
で
は
、
主
体
的
に
活
動
す
る
場

や
意
見
を
表
明

す
る
場
を
確
保

す
る
よ
う
継
続

し
て
指
導
し
て

い
き
ま
す
。

に
処
理
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　

こ
の
地
区
に
お
け
る
今
後
の

排
水
整
備
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

令
和
６
年
度
に
実
施
す
る
予

備
設
計
等
の
結
果
を
見
極
め
た
中

で
、
浸
水
被
害
の
解
決
に
向
け
た

整
備
計
画
を
策
定
し
、
詳
細
設
計

や
地
域
排
水
整
備
工
事
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

北
初
富
駅
南
側
の
交
差
点
、
国
道
464
号

と
市
道
28
号
線
の
交
差
部
分
に
つ
い
て

今
後
の
行
政
改
革
の
た
め
に
現
在
の
鎌
ケ
谷

市
議
会
に
お
け
る
議
員
定
数
に
つ
い
て
　
　

い
じ
め
・
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
取
組
に
つ
い
て

「
生
涯
現
役
社
会
」に
向
け
た
シ
ニ
ア
向
け

施
策
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
権
へ
の
取
組
に
つ
い
て

こ
ど
も
の「
居
場
所
」づ
く
り
に
つ
い
て

大
規
模
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

東
道
野
辺
三
丁
目
地
区
に
お
け
る
地
域

排
水
整
備
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　

本
市
に
お
け
る
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

北
初
富
駅
周
辺
の
整
備
に
伴
う
歩
道
等
の

通
行
困
難
な
現
状
と
今
後
の
対
策
を
問
う

針
　
貝
　
和
　
幸
　
議
員

水
　
町
　
元
　
大
　
議
員

鈴
　
木
　
哲
　
也
　
議
員

山
　
中
　
優
　
宏
　
議
員

河
　
内
　
一
　
朗
　
議
員

佐
　
藤
　
　
　
剛
　
議
員

泉
　
川
　
洋
　
二
　
議
員

勝
　
又
　
　
　
勝
　
議
員

矢
　
崎
　
　
　
悟
　
議
員

津
久
井
　
清
　
氏
　
議
員

の
災
害
関
連
死
の
死
者
数
は
、
地

震
で
命
を
落
と
し
た
人
の
４
倍
と

の
報
道
が
あ
り
ま
す
。
市
の
今
後

の
対
策
を
伺
い
ま
す
。

答　

災
害
関
連
死
は
高
齢
者
の
リ

ス
ク
が
高
い
た
め
、
そ
の
防
止
対

策
は
重
要
で
あ
り
、
避
難
所
環
境

の
改
善
や
運
営
面
で
の
対
策
に
つ

い
て
、
他
市
の
先
進
事
例
を
参
考

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
議
会
キ
ッ
ズ
ペ
ー
ジ

　

子
ど
も
た
ち
に
市
議
会
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
う
た
め
、「
実
際
に
あ
っ

た
市
議
会
ス
ト
ー
リ
ー
」
や
「
市
議

会
で
の
話
し
合
い
」、「
市
議
会
Ｑ
＆

Ａ
」
な
ど
に
項
目
を
分
け
て
、
わ
か

り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内

し
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。


